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令和元年７月

青谷地区都市再生整備計画

平成26年度　～　平成30年度　（５年間） 鳥取市

誰もが賑うことができる空間の創出を定量化する指標として、アンケート調査結果とする。
地域資源の活用に対する満足度向上を目指す。
住民基本台帳にて、青谷地区の居住人口減少率を半減させる。

（H25当初） （H30末）
憩いの場に対する満足度

憩いの場に対する満足度（地区住民に対するアンケートによる）
地域資源の活用に対する満足度

地域資源の活用に対する満足度（地区住民に対するアンケートによる）
青谷地区内の居住人口

住民基本台帳より

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30 策定状況 （提案）

A-1 都市再生 一般 鳥取市 直接 鳥取市 － － 都市再生整備計画事業(青谷地区) 253.0 7

合計 253.0 7

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

（延長・面積等）
事業者 要素となる事業名

事業内容
市町村名

一体的に実施することにより期待される効果

（事業箇所）

0百万円

交付対象事業

Ｂ

地域生活基盤施設等　A=125ha

事業者
要素となる事業名

鳥取市

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

市町村名
港湾・地区名

Ｃ Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
0.0%

費用便益比

3 ％ 18

    2,357   人     2,271   人 

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号

番号

一体的に実施することにより期待される効果

事業者 要素となる事業名 事業内容

費用便益比市町村名 全体事業費
（百万円）

全体事業費

％

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

253百万円 Ａ 253百万円 0百万円

（参考様式２）社会資本総合整備計画
計画の名称

計画の期間 交付対象

　大目標：誰もが住みつづけたいまち・住んでみたいまち
　　目標１：誰もが憩うことができる空間を創出するで、地域コミュニティを活性化する。
　　目標２：地域資源の有効活用により、魅力あるまちづくりを推進する。
　　目標３：防災機能の強化や人に優しい道路空間の確保により、安全で安心して暮らせる居住空間の形成を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

計画の目標

6 ％ 8 ％



交付金の執行状況
（単位：百万円）

H31

0.0

0.0

0.0

27.0

27.0

0.0

0.0

0.0

0.0%

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。

0.0 0.0

H27 H28

不用額
（h = c+d-e-f）

0.0

未契約繰越＋不用率
(i = (g+h)/(c+d)）

11.6%

0.0 2.6

0.0 1.2

交付額
（c=a+b）

5.9

計画別流用
増△減額
（b）

△ 5.8 0.0 △ 4.9 △ 13.80.0

H30

配分額
（a）

11.7 19.0 25.9 60.4

H29

3.6

H26

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

関係機関との
協議に不足の
日数を要した

ため。

19.0 21.0 46.6

前年度からの繰越額
（d）

6.2

支払済額
（e）

25.8

翌年度繰越額
（f）

27.0

関係機関との
協議に不足の
日数を要した

ため。

0.0 0.0 1.2

うち未契約繰越額
（g）

3.6

6.2

3.6 5.9 17.8 16.0

0.0 0.0

0.0

0.0% 0.0% 0.0% 11.7%

0.0 0.0 0.0

6.1



青谷地区都市再生整備計画

平成26年度　～　平成30年度 交付対象 鳥取市

計画の名称

計画の期間

青谷小学校

青谷高校

青谷中学校 青谷ＩＣ

ＪＲ青谷駅

←至米子

←至米子

至 鳥取→

日本海

日本海

ＪＲ山陰本線

ＪＲ山陰本線

青谷郵便局 青谷上寺地遺跡展示館

青谷地区公民館

日置川

勝部川

青谷町総合支所

青谷町中央公民館

市立すくすく保育園

井手ヶ浜海岸

青谷海岸

日置川

あおや郷土館

福井田川

青谷ようこそ館

山陰道

山陰道

国道9号線

勝部川

国道9号線

青谷地区（１２５ha）

鳥取市

A-1
都市再生整備計画事業（青谷地区）

位置図



都市再生整備計画（第４回変更）

青谷
あ お や

地区
ち く

令和元年７月

鳥取県
とっ と り け ん

　鳥取市
と っ と り し



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 125 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成25年 平成30年

％ 平成25年 平成30年

人
平成25年

（住民基本台帳：
H26年2月末）

平成30年

都道府県名 鳥取
とっとり

鳥取
とっとり

青谷
あおや

地区
ちく

計画期間 交付期間 30

　大目標：誰もが住みつづけたいまち・住んでみたいまち
　　目標１：誰もが憩うことができる空間を創出するで、地域コミュニティを活性化する。
　　目標２：地域資源の有効活用により、魅力あるまちづくりを推進する。
　　目標３：防災機能の強化や人に優しい道路空間の確保により、安全で安心して暮らせる居住空間の形成を図る。

○本地区は、旧青谷町の中心部として、ＪＲ青谷駅を中心に、青谷町総合支所等の公共施設、あおや郷土館・青谷上寺地遺跡展示館・青谷ようこそ館等の文化観光施設、青谷小学校・青谷中学校・青谷高校等の教育施設が集積した地区である。
○本地区には、「地下の弥生博物館」と称される「青谷上寺地遺跡」があり、この遺跡からは、弥生人の脳をはじめ全国的にも珍しい多種多様な遺物が、極めて保存状態の良い状態で出土している。また、江戸時代には港町・宿場町として繁栄した。
○青谷町の伝統的工芸品である「因州和紙」産業は、伝統を守りながら新しい技術により研究された新製品も開発されている。
○本地区には、現時点では一部区間での供用となっている山陰道の青谷I.Cがあり、今後整備が進んでいく中で、産業の発展や観光振興の期待が高まるとともに、その有効活用に向けた取り組みが求められている。
○本地区を含む青谷町の人口の動向は、人口減少率、少子化・高齢化とも、鳥取市の中でも進行の度合いが高くなっている。
○人口の流出やモータリゼーションの進行などにより、既存の商店街や地場産業が衰退し、空き店舗や空き家が増加している。下水道事業なども取り組んでいるが、安全な生活道路や河川、身近な公園などの整備が遅れており、安心して暮らすための
都市基盤の整備が遅れている。
○都市再生整備計画の策定は、地域と協働して地域の再生を推進するため、学識経験者に加え地域のまちづくり団体や住民も参加しており、青谷地区まちづくり協議会などとも連携したまちづくりを進める取組体制が整いつつある。

○少子高齢社会が進展し、地域コミュニティの弱体化が懸念されているが、当地区には住民が気軽に立ち寄ることができる空間が少ない。そのため、住民相互の交流を促すことができる空間を創出することが求められている。
○青谷町には、青谷上寺地遺跡、和紙、宿場町の風情などの歴史的資源及び青谷海岸や井手ヶ浜海岸などの自然的資源が多数存在するが、既存施設の点在などが原因で、青谷町の中心地である当地区において、歴史的資源及び自然的資源が十
分に活用されていない。
○本地区には、2つの河川が流れているが、2つの河川の合流部に住宅などが集中していることにより、大雨時の浸水被害が課題となっている。
○本地区内の道路には、安全な歩行空間が整備されていない道路が多い。その中には通学路に指定されている道路もあるため、歩行者の安全確保が喫緊の課題である。

○平成18年に策定した「鳥取市都市計画マスタープラン」では、多極型のコンパクトな都市構造を理念としており、都市の広域的な拠点である中心市街地の活性化と併せて、地域の日常生活の拠点となる地域生活拠点の再生が重要なポイントとなって
いる。青谷地区は地域生活拠点に位置付けられ、生活基盤の整備や福祉・文化施設の充実、地域内の定住対策の促進などにより地域の活性化を図ることとされている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

地域資源の活用に対する満足度
地域資源の活用に対する満足度（地区住民に対するアン
ケートによる）

地域資源の有効活用を定量化する指標として、アンケート調査結
果とし、満足度向上を目指す。

6% 8%

憩いの場に対する満足度
憩いの場に対する満足度（地区住民に対するアンケートに
よる）

誰もが憩うことができる空間の創出を定量化する指標として、アン
ケート調査結果とし、満足度向上を目指す。

3% 18%

地区内の居住人口 居住人口

安全で安心して暮らせる居住環境を定量化する指標として、地区
内の居住人口とする。平成20年度から平成25年度までの回帰直
線によると、平成30年度には2,184人まで落ち込むことが推定され
る。防災機能の強化などにより居住環境を改善することで、減少
率を半減させ2,271人を目標とする。

2,357人 2,271人



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
①誰もが憩うことができる空間を創出することで、地域コミュニティを活性化する。

　・ 広場や親水護岸などの誰もが立ち寄ることができる空間を整備することで、地域コミュニティの活性化を促す。

　・ 商業集積を図っている市有地において、駐車場整備を行い利用者の利便性を向上することにより、人が気軽に立ち寄ることができる賑わい空間を創
出する。また、イベント時に広場として活用することで、地域コミュニティの活性化を促す。

・青谷中央広場（仮称）整備事業　【基幹事業　地域生活基盤施設】
・福井田川親水護岸整備事業　【基幹事業　高質空間形成施設】
・JR青谷駅前バス待合所整備事業　【提案事業　地域創造支援事業】
・JR青谷駅前バス待合所整備事業　【基幹事業　高質空間形成施設】
・JR青谷駅前広場整備事業　【基幹事業　地域生活基盤施設】
・青谷賑わいの場整備事業　【基幹事業　地域生活基盤施設】

②地域資源の有効活用により、魅力あるまちづくりを推進する。

　・「青谷上寺地遺跡保存管理計画・整備活用基本計画」に基づいて整備が進められることにより、地区住民が誇れるまちの実現を図ることができる。
　　また、整備が進みまちの魅力が向上することにより、交流人口の拡大が期待される。

　・親水護岸を整備することで、自然的資源を活用したまちづくりを推進する。

・青谷上寺地遺跡保存管理・整備活用事業　【関連事業】
・福井田川親水護岸整備事業　【基幹事業　高質空間形成施設】（再掲）

③防災機能の強化や人に優しい道路空間の確保により、安全で安心して暮らせる居住環境の形成を図る。

　・河川整備や排水ポンプの増設を行い、防災機能の強化を図ることで、居住環境の改善を図る。

　・歩道改良やカラー舗装により歩行空間を創出することで、人に優しい道路空間を確保する。

　・空き家の活用などを支援し、UJIターン者や若年層の定住を促進する。

・排水ポンプ増設事業　【基幹事業　地域生活基盤施設】
・総合防災流域事業　【関連事業】
・市道露谷本線歩道改良事業　【関連事業】
・市道高等学校線ほか歩道整備事業　【関連事業】
・空き家バンク運営事業　【関連事業】
・UJIターン住宅支援事業　【関連事業】



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

基幹事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費
道路
道路（都市再構築戦略事業）
公園
公園（都市再構築戦略事業）
古都及び緑地保全事業
河川
下水道
駐車場有効利用システム
地域生活基盤施設 鳥取市 直 3700㎡ 26 30 26 30 127 127 127 127
地域生活基盤施設 JR青谷駅前広場 鳥取市 直 1400㎡ 28 30 28 30 34 34 34 34
地域生活基盤施設 排水ポンプ増設 鳥取市 直 2基 28 30 28 30 45 45 45 45
地域生活基盤施設 鳥取市 直 1740㎡ 26 26 26 26 20 20 20 5
高質空間形成施設 鳥取市 直 100ｍ 27 30 27 30 20 20 20 20
高質空間形成施設 鳥取市 直 1箇所 29 30 29 30 15 15 15 15
中心拠点誘導施設
生活拠点誘導施設
高齢者交流拠点誘導施設
既存建造物活用事業
土地区画整理事業
市街地再開発事業
住宅街区整備事業
地区再開発事業
バリアフリー環境整備事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業
合計 261 261 261 0 246 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費
鳥取市 直 1箇所 29 30 29 30 7 7 7 7

合計 7 7 7 0 7 …B
合計(A+B) 253

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
鳥取県 国土交通省 1600ｍ ○ H22 H26 556

鳥取県・鳥取市 文化庁 ○ ○ H20
鳥取市 - - H19
鳥取市 国土交通省 - ○ H19 H26 159

市道高等学校線ほか - 鳥取市 国土交通省 600ｍ ○ H29 H30 6
市道露谷本線 - 鳥取市 国土交通省 550ｍ ○ H29 H30 36
合計 757

（金額の単位は百万円）

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

交付対象事業費 253 交付限度額 101.2 国費率 0.4

青谷中央広場（仮称）

青谷賑わいの場
福井田川親水護岸
JR青谷駅前バス待合所

住宅市街地
総合整備
事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目

地域創造
支援事業

JR青谷駅前バス待合所整備事業 JR青谷駅前

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調査

まちづくり活
動推進事業

空き家バンク運営事業 -
UJIターン住宅支援事業 -

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

総合流域防災事業 日置川ほか
青谷上寺地遺跡保存管理・整備活用事業 -



都市再生整備計画の区域

　青谷地区（鳥取県鳥取市） 面積 125 ha 区域 青谷町青谷（一部）・青谷町善田（一部）・青谷町井手（一部）

青谷小学校

青谷高校

青谷中学校 青谷ＩＣ

ＪＲ青谷駅

←至米子

←至米子

至 鳥取→

日本海

日本海

ＪＲ山陰本線

ＪＲ山陰本線

青谷郵便局 青谷上寺地遺跡展示館

青谷地区公民館

日置川

勝部川

青谷町総合支所

青谷町中央公民館

市立すくすく保育園

井手ヶ浜海岸

青谷海岸

日置川

あおや郷土館

福井田川

青谷ようこそ館

山陰道

山陰道

国道9号線

勝部川

国道9号線

青谷地区（１２５ha）



憩いの場に対する満足度 （　％　） 3% （25年度） → 18% （30年度）
地域資源の活用に対する満足度 （　％　） 6% （25年度） → 8% （30年度）

地区内の居住人口 （　人　） 2,357人 （25年度） → 2,271人 （30年度）

　青谷地区（鳥取県鳥取市）　整備方針概要図

目標 誰もが住みつづけたいまち・住んでみたいまち
代表的
な指標

青谷小学校

青谷高校

あおや郷土館

青谷中学校 青谷ＩＣ

山陰道

ＪＲ青谷駅

←至米子

←至米子

至 鳥取→

日本海

日本海

勝部川

国道9号線ＪＲ山陰本線

ＪＲ山陰本線

■基幹事業

地域生活基盤施設

地域防災施設 排水ポンプ増設事業

■基幹事業

高質空間形成施設

福井田川親水護岸整備事業

○関連事業

市道露谷本線歩道改良事業

■基幹事業

地域生活基盤施設

広場 青谷中央広場（仮称）整備事業青谷郵便局

○関連事業

総合流域防災事業

■基幹事業

地域生活基盤施設

広場 JR青谷駅前広場整備事業 青谷ようこそ館

青谷上寺地遺跡展示館

青谷地区公民館

福井田川日置川

勝部川

青谷町総合支所

青谷町中央公民館

市立すくすく保育園

井手ヶ浜海岸

青谷海岸

日置川

山陰道

○関連事業

青谷上寺地遺跡保存管理・整備活用事業

○関連事業

空き家バンク運営事業

○関連事業

ＵＪＩターン住宅支援事業

○関連事業

市道高等学校線ほか歩道整備事業

■基幹事業

地域生活基盤施設
駐車場 青谷賑わいの場整備事業

■基幹事業

高質空間形成施設

JR青谷駅前バス待合所整備事業

□提案事業

地域創造支援事業

JR青谷駅前バス待合所整備事業


